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災害対策基本法第8条、震災予防のまちづくり条例第2条、22
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款

針路 01
令和 8年度 分野施策 0101

１　事業の概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

1,11,13
1-5,11-5,13-1

　首都直下地震の発生が懸念される中、県民の自助の取
組を促進するとともに、自主防災組織の強化により共助
の取組を促進し、災害時の被害の軽減を図る。

　ア　イツモ防災（自助の取組強化）事業   3,875千円
　イ　ミンナ防災（共助の取組強化）事業   5,955千円

（１）事業内容
　　ア　イツモ防災（自助の取組強化）事業　3,875千円
　　イ　ミンナ防災（共助の取組強化）事業　5,955千円

（２）事業計画
　　ア　イツモ防災（自助の取組強化）事業
　　　　災害・危機に強い埼玉を構築するためには、県民の自助の取組（特に3つの自助の取組）を普及させていくこと
　　　が重要である。県が、普及啓発活動等を通じて市町村のイツモ防災講座等の実施を支援していくことにより、
　　　自助の取組を普及啓発していく。
　　イ　ミンナ防災（共助の取組強化）事業
　　　　市町村が自主防災組織の活性化や設立促進等に取り組めるよう、自主防災組織リーダー養成指導員の育成を
　　　行う。
　　　　市町村の共助に関する取組に対して財政支援を行うことにより、市町村が主体的に取組を行えるよう支援し、
　　　地域防災力の向上を図る。
　　　　若者向け防災講座を実施し、次世代の地域防災の担い手確保を図る。
　　　　関係団体と県が連携し、自主防災組織の活性化や設立促進に取り組む市町村を支援をする。
　　　　民間の災害支援団体（ボランティア団体、ＮＰＯ等）ネットワークとの連携、地域防災サポート企業・事業所の
　　　登録促進により、共助の取組の強化を図る

（３）事業効果
　　ア　全世代で『イツモ』防災の意識や知識を持ち、命を守る3つの自助を実施する県民の割合が毎年増加する。
　　　　【活動指標(アウトプット)】講師養成(研修1回・養成60人)、インストラクター養成(研修1回・養成60人)
　　　　【成果指標(アウトカム)】　3つの自助の取組率の向上
　　イ　市町村が地域の特性や実情に応じて主体的に防災事業に取り組み、地域防災力を向上させることができる。
　　　　【活動指標(アウトプット)】新規指導員養成(養成50人)、市町村支援の実施(2市町村)
　　　　　　　　　　　　　　　    補助金の交付(35団体)、大学生等への防災講座の実施(8回・延べ200人)
　　　　【成果指標(アウトカム)】　自主防災組織の組織率　96.0％
      　                        　自主防災組織の啓発活動の実施率　90.0％

２　事業主体及び負担区分
イのうち補助事業　(県1/2)市1/2、(県1/3)市2/3
その他事業　（県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×4.0人＝38,000千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比財産収入 寄 附 金

決定額 9,830 508 500

前年額 9,349 508 500 8,341

― 危機管理防災部 2 ―

災害・危機に強い埼玉の構築

8,822 481

危機管理・防災体制の再構築



 

事業名

単位事業名 予算額 3,875千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 508 0 防災マニュアルブックの販売
物品売払収入

寄附金・ 500 0 地方創生応援税制寄附金
防災費寄附金

一般財源 2,867 1,410

合計 3,875 1,410

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 50 △50 事業所、学校等でのイツモ防災講座謝金　10回分

旅費 30 0 各研修会等旅費　12回分

需用費 110 0 イツモ防災講座使用消耗品

役務費 42 △108 イツモ防災啓発ツール発送費

　

事業内訳書

減災に向けた自助と共助の推進事業

イツモ防災（自助の取組強化）事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 3,875千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 3,601 1,610 イツモ防災普及啓発委託

使用料及び賃借料 42 △42 研修会会場使用料　1回分

合計 3,875 1,410

単位事業名 予算額 5,955千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 5,955 △929

合計 5,955 △929

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 340 0 研修会講師謝金　2回分
若い世代向け防災講座講師謝金　8回分

　

イツモ防災（自助の取組強化）事業

主な内容

ミンナ防災（共助の取組強化）事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 5,955千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 144 0 各研修会等旅費　3回分
若い世代向け防災講座旅費　8回分
市町村ヒアリング　32回

需用費 373 0 研修会等使用消耗品、研修会等資料印刷、表彰状作成

役務費 50 △129 教材郵送費

委託料 1,298 0 指導員研修業務委託
自主防災組織の活性化及び設立促進のための業務委託

使用料及び賃借料 50 0 研修会会場使用料　1回分

負担金、補助及び交付金 3,700 △800 地域防災活動活性化事業補助金

合計 5,955 △929

ミンナ防災（共助の取組強化）事業

主な内容


